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三重県地方自治研究センター

2025年度定期総会開催
　

２
０
２
５
年
６
月
11
日
（
水
）、
三
重

地
方
自
治
労
働
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
２
０
２
５
年
度
三
重
県
地
方
自
治
研

究
セ
ン
タ
ー
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
当
セ
ン
タ
ー
田
中
理
事
長

か
ら
「
現
在
、
日
本
社
会
で
は
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
地
方

自
治
体
に
お
い
て
も
防
災
や
医
療
、
福

祉
、
公
共
交
通
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
特
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え

や
、
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
は
、

住
民
の
生
命
・
財
産
に
関
わ
る
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し

た
地
域
や
自
治
体
の
実
情
に
即
し
た
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
調
査
研
究
を
重
ね
て
い

る
。
今
年
度
も
、
地
方
自
治
に
関
す
る
実

践
的
な
知
見
や
先
進
事
例
を
共
有
す
る
こ

と
で
、
自
治
体
職
員
や
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
有
益
な
情
報
を
発
信
し
、
地
方

自
治
体
の
良
き
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
努
め

て
ま
い
り
た
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
、
続

い
て
自
治
労
三
重
県
本
部
中
央
執
行
委
員

長
の
原
田
貴
文
様
よ
り
、
来
賓
を
代
表
し

て
祝
辞
と
と
も
に
次
の
よ
う
な
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
自
治
研
活
動
と
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

や
仕
事
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
主
体
的
に

研
究
し
、
実
践
す
る
取
組
と
さ
れ
て
い

る
。
現
在
は
人
員
不
足
に
よ
り
通
常
業
務

で
精
一
杯
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
だ
か
ら

こ
そ
、
自
治
研
活
動
に
よ
る
業
務
の
視
点

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
年
は
三
重
県
地

方
自
治
研
究
集
会
の
開
催
を
11
月
に
予
定

し
て
お
り
、
自
治
労
三
重
県
本
部
で
は
、

各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
向
上
と
、
自

治
体
職
員
の
人
員
確
保
の
２
つ
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
て
、
集
会
で

の
レ
ポ
ー
ト
発
表
に
向
け
て
研
究
活
動
を

進
め
て
い
る
。
各
単
組
で
も
地
域
や
職
場

で
の
議
論
を
深
め
、
よ
り
良
い
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。」

　

総
会
の
進
行
と
し
て
、
議
長
に
明
和
町

職
員
労
働
組
合
執
行
委
員
の
山
路
敏
之
氏

が
選
出
さ
れ
、
会
員
総
数
１
２
６
名
（
団

体
・
個
人
会
員
）
中
、
当
日
出
席
者
数
36

名
、
委
任
状
42
名
、
計
78
名
に
よ
り
本
総

会
の
成
立
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
内
容
と
し
て
、
事
務
局
よ
り
報
告

提
案
が
行
わ
れ
、
２
０
２
４
年
度
事
業
報

告
・
会
計
決
算
報
告
・
会
計
監
査
報
告
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
報
告
で
は
、
調

査
研
究
活
動
と
し
て
、「
公
共
交
通
の
利

用
促
進
に
関
す
る
研
究
会
」
や
「
人
口
減

少
時
代
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
人
材
確

保
と
定
着
研
究
会
」
の
活
動
、
デ
ジ
タ
ル

を
活
用
し
た
自
治
体
業
務
の
効
率
化
に
関

す
る
研
究
に
つ
い
て
の
報
告
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
第
１
号
議
案
２
０
２
５

年
度
活
動
方
針
（
案
）、
第
２
号
議
案

２
０
２
５
年
度
予
算
（
案
）
の
提
案
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
第
３
号
議
案

の
役
員
の
一
部
改
選
（
案
）
の
提
案
が
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
方
針

（
案
）
で
は
、「
基
本
指
針
と
主
要
な
活
動
」

や
「
主
な
調
査
研
究
な
ど
の
課
題
」
等
の

６
項
目
に
つ
い
て
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
の
調
査
研
究
活
動
と
し
て

は
、
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
「
人
口
減
少

時
代
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の
人
材
確
保

と
定
着
研
究
会
」
の
ほ
か
、
多
文
化
共
生

や
防
災
・
減
災
等
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん

で
い
く
方
針
で
す
。

　

な
お
、
本
総
会
後
に
「
少
子
化
の
現
状

と
地
方
自
治
体
が
取
り
組
む
べ
き
対
策
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
来
月

号
に
て
お
伝
え
し
ま
す
。

（一財）

E-mail : info@mie-jichiken.jp
https://www.mie-jichiken.jp/
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ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
つ
い
て

三
重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告

　
本
稿
で
は
三
重
県
地
方
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
紹
介
と
し
て
、
自
治
労
三
重
県

本
部
と
共
同
で
設
置
し
た
「
各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
向
上
」
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
お
い
て
県
内
の
高
校
生
・
大
学
生
ら
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部

を
報
告
し
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
自
治
の
確
立

と
発
展
の
た
め
、
地
方
自
治
体
の
抱
え
る

諸
課
題
に
つ
い
て
研
究
お
よ
び
討
論
を

行
い
、
政
策
提
言
を
ま
と
め
る
場
と
し

て
自
治
労
三
重
県
本
部
と
共
同
で
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
７
月
か
ら
は
、
２
つ
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
以
下
の
項

目
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①「
自
治
体
職
員
の
人
材
確
保
」

　

新
規
採
用
者
（
応
募
者
）
の
確
保
、
専

門
人
材
の
確
保
、
職
場
の
魅
力
向
上
、
賃

金
・
労
働
条
件
の
向
上
等
、
自
治
体
職
員

の
成
り
手
の
増
加
や
離
職
を
防
ぐ
た
め
の

各
種
課
題

②「
各
種
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
向
上
」

　

投
票
環
境
（
投
票
の
し
や
す
さ
）
の
改

善
、
政
治
へ
の
関
心
度
・
投
票
意
義
の
理

解
向
上
、
若
年
層
の
投
票
率
向
上
等
、
投

票
率
を
向
上
す
る
た
め
の
各
種
課
題

　

本
紙
で
報
告
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
各

種
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
向
上
」
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
実
施
し
た
も

の
で
す
。
国
政
・
地
方
選
挙
と
も
に
投
票

率
の
低
下
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
２
０
２
４
年
10
月
に
実
施
さ
れ
た
衆

議
院
議
員
選
挙
（
小
選
挙
区
）
の
投
票
率

は
53
・
85
％
で
、
戦
後
３
番
目
に
低
い
水

準
と
な
り
ま
し
た
。
年
代
別
の
投
票
率

は
、
10
～
30
代
が
他
の
世
代
と
比
べ
低

く
、
年
代
が
増
す
ご
と
に
だ
ん
だ
ん
と
上

昇
し
て
い
き
、
70
代
以
上
が
再
び
低
下
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
投
票
率
向
上
の

た
め
に
は
若
年
層
に
加
え
、
移
動
手
段
の

制
約
や
健
康
上
の
問
題
を
抱
え
や
す
い
高

齢
者
層
の
投
票
を
促
進
す
る
取
組
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
10
・
20
代
に
お
い
て
投
票
率
が

著
し
く
低
い
こ
と
と
総
務
省
が
２
０
１
６

年
に
行
っ
た
「
18
歳
選
挙
権
に
関
す
る
意

識
調
査
」
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
頃
に

親
が
行
く
投
票
に
つ
い
て
行
っ
た
こ
と

が
「
あ
る
」
人
の
方
が
、
投
票
率
が
高
く

な
る
傾
向
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

県
内
の
大
学
生
相
当
ま
で
の
子
を
持
つ
親

お
よ
び
高
校
生
・
大
学
生
の
投
票
意
識
等

に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
名
：
投
票
率
の
向
上
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト
期
間
：
２
０
２
５
年
１
月
14

日
（
火
）
～
２
０
２
５
年
３
月
31
日
（
月
）

ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
：
県
内
の
大
学
生
相

当
ま
で
の
子
を
持
つ
親
お
よ
び
高
校
生
・

大
学
生

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
方
法
：
Ｗ
ｅ
ｂ

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
：
県
内
の
大
学
生
相

当
ま
で
の
子
を
持
つ
親
（
１
９
４
件
）
お

よ
び
高
校
生
・
大
学
生
（
８
８
９
件
）

　

こ
こ
で
は
、
高
校
生
・
大
学
生
を
対
象

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
一
部
を
報

告
し
ま
す
。

　

問
５
の
投
票
動
機
に
関
す
る
質
問
で

は
、
投
票
を
し
た
こ
と
が
無
い
人
を
除
く

と
「『
投
票
は
義
務
』
と
考
え
て
い
る
か

ら
」
が
25
％
と
最
も
多
い
結
果
に
な
り
ま

し
た
。
次
い
で
「
家
族
か
ら
『
投
票
に
行

く
よ
う
に
』
と
言
わ
れ
た
か
ら
」
と
「
家

族
が
投
票
に
行
く
様
子
を
見
て
い
る
か

ら
」
が
、
と
も
に
17
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

問
７
で
は
家
族
と
投
票
所
に
行
っ
た
経

験
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
全
体
の
回

答
結
果
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
が
、
回

答
者
の
う
ち
問
４
で
「
毎
回
投
票
し
て
い

る
」
と
「
毎
回
で
は
な
い
が
投
票
し
て
い

る
」
と
回
答
し
た
学
生
４
１
６
人
中
、「
あ

る
」
と
答
え
た
の
は
３
７
６
人
（
90
％
）、

「
な
い
」
は
36
人
（
９
％
）、「
覚
え
て
い

な
い
」
が
４
人
（
１
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
回
答
者
の
う
ち
問
４
で
「
投
票
し

た
こ
と
が
無
い
（
成
人
後
に
選
挙
が
実
施

さ
れ
た
が
行
っ
て
い
な
い
）」
と
回
答
し

た
学
生
１
０
２
人
中
で
は
、「
あ
る
」
が

26
人
（
25
％
）、「
な
い
」
が
70
人
（
69
％
）、

「
覚
え
て
い
な
い
」
が
６
人
（
６
％
）
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
総
務
省

に
よ
る
意
識
調
査
結
果
と
同
様
に
、
子
ど

も
の
頃
に
家
族
の
投
票
に
同
行
し
た
経
験

が
、
将
来
の
投
票
行
動
に
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

問
８
・
９
で
は
、
家
族
・
友
人
間
で
の

政
治
や
投
票
に
関
す
る
話
題
に
つ
い
て
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
家
族
や
友
人
と
政
治
や

投
票
に
つ
い
て
話
し
た
経
験
が
無
い
」
が

15
％
、「
話
を
し
た
く
な
い
」
が
12
％
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
多
く
の
学
生
が
こ
れ

ら
の
話
題
を
積
極
的
に
避
け
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

問
10
で
は
、
投
票
率
向
上
に
つ
い
て
必

要
な
こ
と
と
し
て
、「
ネ
ッ
ト
で
投
票
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
が
46
％
と
最
多

で
、
次
い
で
「
学
校
で
投
票
の
必
要
性
を

勉
強
す
る
こ
と
」（
38
％
）、「
学
校
で
投

票
の
仕
方
を
学
習
す
る
こ
と
」（
28
％
）

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

問
11
の
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
の
質
問
で
も
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
投
票
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
が

56
％
と
最
も
多
く
、
問
10
の
結
果
と
合
わ

せ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
へ
の
期
待
が

非
常
に
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
県
内
の
高
校

生
・
大
学
生
か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
て
こ
の
結
果
を
分
析

し
、
県
内
の
大
学
生
相
当
ま
で
の
子
を
持

つ
親
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
合
わ
せ

て
考
察
を
行
い
ま
す
。

　

本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
研
究
結
果

は
、
本
年
２
０
２
５
年
11
月
19
日
（
水
）

に
開
催
さ
れ
る
三
重
県
地
方
自
治
研
究
集

会
に
て
報
告
を
行
い
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要

ア
ン
ケ
ー
ト
を
終
え
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
終
え
て
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問1　あなたの年齢 問2　あなたの性別

問3　自宅のある市町 問4　投票の頻度を教えてください

問5　投票に行く「きっかけ／理由」を選択してください
（最大３つまで選択）

問6　過去の選挙で投票に行かなかった理由を選択
してください

アンケート集計結果

249
28%

167
19%

102
11%

66
7%

297
33%

14
2%

毎回投票している

毎回ではないが投票している

【18歳以上】投票したことが無い（成人後に選挙が実施されたが行っていない）

【18歳以上】投票したことが無い（成人後に選挙が実施されていない）

【17歳以下】現在、未成年のため投票できない

外国籍のため投票できない

「投票は義務」と考えているから

興味のある「立候補者」が出ているから

興味のある「争点」があるから

「生活に直結する」と思うから

家族から「投票に行くように」と言われたから

友人や知人等、周囲から「投票に行くように」と言われたから

家族が投票に行く様子を見ているから

友人や知人等、周囲が投票に行く様子を見ているから

SNSにおける投稿・動画・画像・広告等を見たから

選挙関連のポスターやチラシ等を見たから

投票したことが無い

その他

0 10 20 30 40 50 60
（％）

興味のある「立候補者」や「争点」ではないから

「生活に直結する」と思わないから

周囲から投票に行くように言われていない
（周囲が投票に行かない）から

投票日を忘れていた（用事があって行かなかった）

投票の仕方や仕組みがわからなかったから

投票所が遠方だったから
（住民票上の住所と実際の居所が遠方にあったため）

すべての選挙で投票に行っている（選ぶ選択肢が無い）

未成年または外国籍のため
（成人後に選挙が実施されていないを含む）

その他

0 5 10 15 20 25 30 35 40
（％）

25%

４%

５%

16%

17%

３%

17%

２%

４%

５%

48%

２%

５%

３%

２%

11%

４%

５%

29%

34%

７%

年　　齢 回答数

大学生（18歳以上）※短大・院生を含む 364

高校生（18歳以上）※高専等を含む 227

17歳以下（未成年）：高校生（高専等を含む） 298

総　　計 889

市 町 名 回答数 市 町 名 回答数
いなべ市 44 菰 野 町 10
桑 名 市 47 朝 日 町 6
四日市市 59 川 越 町 11
鈴 鹿 市 77 明 和 町 23
亀 山 市 8 多 気 町 24
伊 賀 市 9 玉 城 町 11
津 市 157 度 会 町 8
名 張 市 10 大 台 町 6
松 阪 市 157 大 紀 町 4
伊 勢 市 90 南伊勢町 5
鳥 羽 市 9 紀 北 町 1
志 摩 市 34 紀 宝 町 1
東 員 町 17 県 外 61

総　　　　　計 889

性　　別 回答数

男性 415

女性 440

回答しない 34

総　　計 889
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問7　家族と一緒に投票所に行ったことがありますか 問8　家族や友人等と「政治や投票に行く必要性」に
関する話をしたことがありますか（複数選択可）

問9　家族や友人等と「政治や投票の必要性」に関す
る話をしたいですか

問10　投票率を上げるために何が必要だと思いますか
（最大３つまで選択）

問11　投票しやすい環境づくりとして、良いと思う
ものを選択してください（最大３つまで選択）

問12　投票（選挙）で期待することを選択してください

95
11%

93
11%

589
66%

108
12%

4
0%

家族と話をしたい
友人等と話をしたい
どちらでもよい（家族から話があればする程度）
話をしたくない
その他

542
61%

309
35%

38
4%

ある
ない
覚えていない

家族と「政治」に関する話をしたことがある

友人等と「政治」に関する話をしたことがある

家族と「投票に行く必要性」の話をしたことがある

友人等と「投票に行く必要性」の話をしたことがある

政治や投票に行く必要性に関する話をしたことが無い

わからない（おぼえていない）

その他

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

学校で投票の仕方を学習すること

学校で投票の必要性を勉強すること

家族や友人と普段から政治の話をすること

家族で投票に行くこと

投票できる場所を増やすこと

ネットで投票できるようにすること

SNSで政治の話を見聞きすること

SNSの広告（投票日のお知らせ等）を充実させること

投票日よりも前に投票できることを広報すること

候補者自身やメディアがもっとアピールすること

国や自治体がもっとアピールすること

選挙制度自体を変えてしまうこと

わからない（何をしても投票率は変わらない）

その他

投票可能時間を柔軟にする（早くする・延長する）

投票箱を車に乗せて、地域を巡回する

投票所に行きやすくすること（バスやタクシーの利用）

行きたくなるような投票所にすること
（フォトスポットやカフェの併設等）

インターネットで投票できるようにすること

ショッピングモールに投票所を設置

主要な駅に投票所を設置

大学や高校に投票所を設置

その他

0 10 20 30 40 50 60

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50
（％）

（％）

政治が良くなること（政治がこれ以上悪くならないこと）

地域が良くなること

生活全体が良くなること

収入が良くなること

期待しても何も変わらないと思う

わからない

その他

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45
（％）（％）

43％
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15％

26％

１％
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14％
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21％
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8％

9％

9％

13％

9％
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32％

16％

17％

18％

56％

18％

21％

41％

3％

5％

39％

20％

10％
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